
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 １８５ １ ２２０ 

前 年 ２０８ ５ ２３６ 

増 減 -２３ -４ -１６ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ６２ １ ３１ 

前 年 ５５ １ ２７ 

増 減 ＋７ ±０ ＋４ 

第２号 

2024年 

２月 20日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

令和５年中 高齢者交通事故の特徴 

自転車に乗るときはヘルメットを着用しましょう。 
 

県内の自転車乗用中死傷者のヘルメット着用状況別の致死率

（令和元年～令和５年）は、ヘルメット未着用の高齢者（６５歳

以上）の場合、怪我をされた方およそ１７人に１人の割合で亡く

なられています。 

 

高齢死者 

１７人 

全死者４３人中６５歳以上が１７人（全死者の約４割） 

          （うち７５歳以上の死者が１５人） 

歩行中 

３人 

 

自転車乗用中 

６人 

 

 

自動車同乗中 

６人 

 

自動車運転中 

２人 

 

左右の安全確認を徹底しましょう。 
 

交差点では、自分の目で安全を確かめてから進みましょう。 

首を動かして、左右の安全確認を行いましょう。 

また、一時停止のある交差点では、しっかり止まって見ること

を習慣にしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

運動の重点 

① 通学路・園外活動の経路における安全な通行の確保 

② 新入学（園）児と保護者に対する交通安全教育・指導の徹底 

③ 高齢者の交通事故防止と安全運転意識の向上 

④ 横断歩道利用者ファースト運動の推進 

後部座席でもシートベルトを着用しましょう。 
 

前席の運転者と助手席同乗者は、シートベルトを着用している

ため命が助かっても、後部座席ではシートベルトを着用していな

いため、亡くなる場合があります。 

車に乗せてもらったら、必ずシートベルトを着用しましょう。 

また、運転者は全席でシートベルト・チャイルドシートの着用

を指導してください。 

自動車運転中および同乗中の事故を防ぐために。 
 

運転者が、安全運転することが何よりの事故防止対策になり

ます。「もしかしたら…かもしれない」という危険を予測した

運転で事故を防ぎましょう。 

また、職場や地域で交通安全教育を受講したり、県警 YouTube

チャンネルで交通安全動画を見て、安全意識を高めましょう。 

同乗者も運転者と共に安全確認をお願いします。 
 

助手席や後部座席に乗せてもらったら、自らシートベルトを着用

し、大声で話したり、大音量で音楽を聴くなど、運転の妨げになる

行為はやめましょう。 

交差点では信号や歩行者・自転車の有無等を運転者と共に確認す

ることで、事故防止につながります。 

また、車を駐車する際には、降車してバック誘導を行いましょう。 

動画の二次元コードはこちら！ 


